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15.51歳 (range15~ 104歳)で、15~ 59歳が560人 (42.2













項目 カァゴリー n % 
年齢 平均 (mean:t SD) 60.27:1:15.51歳
15-19歳 3 O. 2 
20-29歳 38 2. 9 
30-39歳 98 7. 4 
40-49歳 192 14. 5 
50-59歳 229 17.3 
60-69歳 343 25.8 
70-79歳 263 19.8 
80-89歳 124 9. 3 
90歳以上 11 O. 8 
無回答 26 2. 0 
性別 男性 491 37.0 
女性 821 61. 9 
無回答 15 1.1 
同居人数 いない 277 20. 9 
2人 485 36. 5 
3人 284 2l. 4 
4人以上 264 19. 9 
無回答 17 1.3 
住まい 一戸建て平屋 64 4. 8 
一戸建て2階家 425 32. 0 
一戸建て3階家 365 27.5 
アパート・マンション1--3階 164 12. 4 
アパート・マンション4--5階 116 8. 7 
アパート・マンション6階以上 156 1l. 8 
無回答 37 2. 8 
築後年数 l年未満 25 l.9 
2年--5年 68 5. 1 
5年""10年 159 12.0 
10年""15年 249 18.8 
15年以上 794 59. 8 
無回答 32 2.4 
本人の健康状態 健康で、ある 669 50. 4 
持病があるが治療は受けず、日常生活に支障
142 10.7 はない
定期的に治療中 465 35. 0 
家で、医療機器を使っている 5 O. 4 
無回答 46 3. 5 
災害の体験 今まで、大きな災害にあったことは無い 1088 82. 0 
大きな災害を体験している 214 16. 1 








































表2.災害に対する知識 (N=1327) (%) 
知っている だいたい あまり 知らない 無凶答:知っている 知らない
地域に起こりやすい災害被害 12.6 30. 5 32.4 22. 5 2.0 
地域の災害時に危険と考えられる場所 6.8 18. 5 41. 2 30. 7 2.8 
居住地域で過去に生じた災害 4.2 9.9 35. 5 48.2 2. 1 
居住地域の地盤の特徴 17.7 3. 3 23. 2 24. 3 1.4 
津波が発生した場合の浸水の可能性 29.2 27.1 21. 5 20.5 1.7 
付近の避難場所・避難経路 18. 0 22.8 31. 8 23. 2 4.2 
災害時の帰宅総路 45. 6 32. 2 10.0 7.9 4.:3 
表3.災害に対する意識 (N=1327)
よ己 ') }i!-、.) どちらかといえ あまり(まそう思う そう忠tない
災害{主il分の身に降りかかると思う :35. 7 :37.5 ~3.5 
震度7以kの地震が起きた時の状況をイメー ジできる 6.8 3，1. 5 42，0 
日ごろから気象情報や災害情報に関心がある 43.5 47.9 6.9 










表4.災害に対する備え (N=1327) (%) 
はし、 いいえ 無回答
住居の耐震対策をしている 40.3 57.5 2. 2 
家具類の耐震対策をしている 23.0 75. 1 1.9 
転倒や転落物のない場所で寝ている 57.5 40.9 1.6 
避難場所・避難経路まで歩いて確認している 62.4 36.0 1.6 
非常持ち出し袋を準備している 36.4 62.3 1.3 
非常時用に飲料水・食料品を備蓄している 41. 7 47.6 10.7 
家族間で災害時の連絡方法を決めている 35. 7 59.8 4. 5 
家庭で、災害時の対処について話し合っている 26.8 67. 1 6. 1 
































































.021 .017 .095 年齢
.002 .002 .089ネ(0=一人暮らし、 1=1人、 2=2入、 3=3人、 4=4人以上)同居人数
? ??? ?
.020 .022 (0=問題なし、 1=持病あり、 2=医療機器使用中)健康状態
.048 .076キ.108 ** (0=なし、 1=あり)過去の災害経験
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